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（１）調査の概要 

 

①アンケートの目的 
 市民の皆様の外出時の交通行動，現在の交通環境に関する満足度，今後の交通施策に関する

意識等について把握し，将来の総合的な交通計画を策定する基礎資料を得るため，『市民の交

通に関する意識アンケート調査』を実施した。 

 

 

 

②調査方法 

１）調査地域 柏市全域 

２）調査対象 市内在住の 16 歳以上の男女 4,000 人 

３）抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

４）調査方法 郵送による配布、回収 

５）調査実施期間 平成 21 年２月 21 日（土）～平成 21 年３月２日（月） 

 

 

③回収結果 

配布数 有効回収数 有効回収率 

４，０００票 １，４４４票 ３６．１％ 

 

 

 

 

 

※ アンケート結果の詳細については、別冊で「市民アンケート調査集計結果編」があります。 

３．市民アンケート調査結果概要  
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（２）バス停や最寄り駅までのアクセスについて 

・最寄りバス停まで６分以上は 33％，最寄りの鉄道駅まで 16 分以上は 56％となっており，こ

れらを合わせた公共交通空白地域（バス停から 300ｍ，駅から１km 以上）の割合は約 18％

となっている。 

自宅から最寄りのバス停までの概ねの所要時間

3分以内
35.9%

4～5分
30.4%

6～10分
22.9%

11分以上
10.9%

 

自宅から最寄りの鉄道駅までの概ねの所要時間

5分以内
5.0%

11～15分以内
24.1%

16～30分以内
39.8%

31分以上
15.8%

6～10分以内
15.3%

 

 

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
全体 1,433 100.0% 71 5.0% 219 15.3% 345 24.1% 571 39.8% 227 15.8%
3分以内 502 100.0% 30 6.0% 69 13.7% 127 25.3% 203 40.4% 73 14.5%
4～5分 426 100.0% 20 4.7% 53 12.4% 93 21.8% 194 45.5% 66 15.5%
6～10分 320 100.0% 6 1.9% 70 21.9% 65 20.3% 122 38.1% 57 17.8%
11分以上 152 100.0% 10 6.6% 16 10.5% 51 33.6% 46 30.3% 29 19.1%
無回答 33 100.0% 5 15.2% 11 33.3% 9 27.3% 6 18.2% 2 6.1%

バス停ま
での所要

時間

31分以上16～30分以内11～15分以内6～10分以内
鉄道駅までの所要時間

5分以内総計
選択項目

 

 

（３）市民の外出実態について 

・平日では，「市外（東京都内，松戸市，我孫子市，流山市，上記以外の市町村）」の移動が

多く 55％，休日では「市内」の移動が増加し，58％となっている。 

・平日の外出目的は，半数以上が「通勤」，休日では「買物」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な目的地（月曜日～金曜日）・1つ目

市内
44.9%

東京都内
28.3%

松戸市
7.3%

我孫子市
3.1%

流山市
5.4%

上記以外の市
町村
11.1%

主な目的地（土曜日・日曜日）・1つ目

市内
58.0%

東京都内
16.6%

松戸市
5.4%

我孫子市
4.0%

流山市
5.7%

上記以外の市
町村
10.3%

外出目的（土曜日・日曜日）・1つ目

通勤
16.1%

買物
46.4%

送迎
1.6%

業務
1.8%

通学
2.3%

その他
2.9%

娯楽・食事・
レジャー
23.8%

塾・講演会・
習い事など

3.6% 通院
1.5%

外出目的（月曜日～金曜日）1つ目

通勤
51.0%

通学
6.2%

業務
2.7%

買物
25.7%

送迎
1.3%

その他
2.4%

娯楽・食事・
レジャー

3.5%

塾・講演会・
習い事など

3.0%

通院
4.1%



 ３４

 

（４）利用交通手段について 

・「鉄道を利用しない場合の交通手段」は自動車が最も多く，次いで自転車・徒歩の順となっ

ている。 

・「鉄道駅までの利用手段」については，ほとんどが徒歩及び自転車利用であり，次いで路

線バスとなっている。 

・「代表交通手段」は，平日では「中央地域」と「南部 1地域」で鉄道利用が 60％を超えて

いるほか，「北部地域」では「自動車（自分で運転）」が 19.0％と，４地域の中で最も高

くなっている。 

・休日の「代表交通手段」は，軒並み「自動車（自分で運転）」の割合が増加する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道を利用しない場合の利用交通手段（月曜日～金曜日）・１つ目

17.7%

24.2%

3.1%

13.1%

39.7%

5.8%

0.5%

0.5%

1.5%

0.0%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

徒歩のみ

自転車

二輪車（原付含む）

自動車（家族などの送迎）

自動車（自分で運転）

路線バス

コミュニティバス

乗合ジャンボタクシー

タクシー

企業や学校などの送迎バス

その他

 鉄道駅までの利用交通手段（月曜日～金曜日）・１つ目

42.9%

27.3%

1.9%

6.7%

3.4%

20.7%

0.0%

0.4%

1.2%

0.0%

0.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

徒歩のみ

自転車

二輪車（原付含む）

自動車（家族などの送迎）

自動車（自分で運転）

路線バス

コミュニティバス

乗合ジャンボタクシー

タクシー

企業や学校などの送迎バス

その他

代表交通手段  (平日）

61.5%

56.4%

62.1%

64.6%

57.4%

2.1%

1.9%

15.8%

20.5%

14.2%

15.2%

14.8%

4.8%

4.1%

3.9%

11.1%

8.3%

8.2%

8.5%

7.4%

11.1%

5.7%

7.7%

6.3%

2.3%

2.6%

2.4%

0.5%

0.7%

0.3%

5.4%

1.0%

0.9%

1.0%

0.9%

3.7%

3.7%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北部

中央

南部1

南部2

鉄道 路線バス コミュニティバス

乗合ジャンボタクシー 企業や学校などの送迎バス タクシー

自動車（自分で運転） 自動車（家族などの送迎） 二輪車（原付含む）

自転車 徒歩のみ その他

代表交通手段  (土日休日）

44.3%

40.4%

42.9%

48.1%

51.3%

26.4%

30.7%

25.2%

26.7%

20.5%

11.3%

11.4%

11.3%

15.4%

8.4%

8.6%

10.7%

5.8%

2.6%

7.0%

7.9%

7.1%

1.7%

1.5%

2.4%

2.6%

0.7%

10.2%

0.5%

0.6%

0.7%

0.6%

7.7%

6.3%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北部

中央

南部1

南部2

鉄道 路線バス コミュニティバス

乗合ジャンボタクシー 企業や学校などの送迎バス タクシー

自動車（自分で運転） 自動車（家族などの送迎） 二輪車（原付含む）

自転車 徒歩のみ その他
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（５）自宅周辺の歩行環境について 

・自宅周辺の歩行環境については，最も「そう思う」のは，「歩道のない道路や歩道の狭い

道路が多い」「夜間の道が暗い」で次いで「電柱が多い」の順となっている。 

自宅周辺の歩行環境について

3.1

4.0
3.9

4.0

3.7

4.2

3.8
3.9 3.6

3.7

3.9
4.0

3.7

3.7

4.1

3.9 4.0

3.5

3.8

4.1
4.2

3.0

3.3

3.6

3.9

4.2

4.5

歩
道
の
な
い
道
路
や
歩
道

の
狭
い
道
路
が
多
い

歩
道
が
連
続
し
て
い
な
い

歩
道
に
段
差
が
多
い

夜
間
の
道
が
暗
い

歩
道
を
走
行
す
る
自
転
車

が
多
い

路
上
駐
車
や
放
置
自
転
車

が
多
い

休
憩
場
所
が
な
い

電
柱
が
多
い

北部 中央 南部１ 南部２
 

 

 

 

※「そう思う」５点，「どちらかというとそう思う」４点，「どちらともいえな

い」３点，「どちらかというとそう思わない」２点，「そう思わない」１点と

して加重平均値を算出 
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（６）自転車の環境づくりについて 

・自転車の利用しやすい環境づくりでは， 

「自転車専用レーン等の設置による安全性 

の確保」が最も多く，通勤・通学で利用 

される駅周辺への「駐輪場整備」の回答 

も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

（７）バスの利用満足度について 

・バスの利用に対する満足度では，「バス停までの距離」が最も高く，次いで「乗降のしやす

さ」となっており，「運行ルート」・「運行本数や間隔・運行時間帯」の満足度も高いこと

から，バス路線網に対しては，比較的満足しているといえる。 

・「乗継」，「定時性」，「バス停の快適性」，「情報」など利用に関する事項に対して不満

足が高くなっている。 

満足度

3.0

3.3
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行
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北部 中央 南部１ 南部２
 

 
※「満足」５点，「やや満足」４点，「普通」３点，「やや不満」２点，「不満」

１点として加重平均値を算出 

自転車を利用しやすい環境づくりには何が必要だと感じますか

自転車のマ
ナーや安全運
転を指導する

15.9%

各店舗がお客
様用の自転車
置き場を用意

する
8.9%

駅周辺の駐輪
場の整備を進

める
22.3%

自転車専用
レーン等の設
置により安全
な走行環境を

整える
45.1%

レンタサイク
ルを利用しや

すくする
2.4%

その他
3.1%

手賀沼沿い等
のサイクリン
グロードを充
実させる

0.7%

自転車で市内
の観光資源を
回れるように

する
1.6%
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（８）駅周辺の将来について 

・「鉄道，バス，タクシー等の乗継がし 

やすい」，「道路，駐車場が整備され， 

自家用車を活用しやすい」，「自転車の 

走行環境が整備され駐輪場も使いや 

すい」などが多くなっている。 

 

 

 

 
 
 
 
（９）今後 10 年を見通した交通環境の将来方向について 

・10 年後の交通環境においては，第 1 位に挙げられているのは「環境や健康づくりのため，

自転車を活用しやすいよう，自転車専用レーンの整備などの走行環境を整える」となって

いる。また，「生活移動環境の向上のため，市内どこへでも移動できるよう，路線バスや

コミュニティバスの運行を充実させる」では，上位３位まで選択されている回答数が最も

多くなっている。 

 

 

 

問13で選んだ駅周辺まで、主にどの交通手段を充実させるべき
と思いますか。

路線バス
43.4%

自動車
10.2%

タクシー
1.0%

その他
2.7%

乗合ジャンボ
タクシー
2.2%

徒歩のみ
7.6%

二輪車（原付
含む）
1.0%

自転車
14.0%

コミュニティ
バス
18.0%

今後10年先を見通した柏市全体の交通環境を整えていく上で、どのような方向を優先していくべきと思
いますか

53.9

39.2

50.6

45.9

55.7

22.8

11.2

18.1

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

環境や健康づくりなどのため、自転車を活用しやすいよう、自
転車専用レーンの整備などの走行環境を整える

地球温暖化防止のため、自動車に過度に頼ることのないよう、
自家用車から鉄道やバスへの利用転換を進める

少子高齢化社会に備えるため、誰もが安心して外出できるよ
う、駅周辺の段差解消などバリアフリー化を進める

自動車交通の円滑化のため、自動車で渋滞無く移動できるよ
う、道路拡幅や交差点改良を進める

生活移動環境の向上のため、市内どこへでも移動できるよう、
路線バスやコミュニティバスの運行を充実させる

中心市街地である柏駅周辺の活性化のため、交流とにぎわいが
高まるよう、駅周辺の回遊性のある歩行空間を創出する

都市の活力増進や魅力づくりのため、将来の新たな交通手段
（例えば路面電車など）を検討していく

公共交通の利便性向上のため、鉄道やバスの乗り方がよくわか
るよう、案内表示や運行情報の提供を充実させる

その他

１番 ２番 ３番

環境や健康づくりなどのため、自転車を活用しやすいよう、自転車専

用レーンの整備などの走行環境を整える 

地球温暖化防止のため、自動車に過度に頼ることのないよう、自家用

車から鉄道やバスへの利用転換を進める 

少子高齢化社会に備えるため、誰もが安心して外出できるよう、駅周

辺の段差解消などバリアフリー化を進める 

自動車交通の円滑化のため、自動車で渋滞無く移動できるよう、道路

拡幅や交差点改良を進める 

生活移動環境の向上のため、市内どこへでも移動できるよう、路線

バスやコミュニティバスの運行を充実させる 

中心市街地である柏駅周辺の活性化のため、交流とにぎわいが高まる

よう、駅周辺の回遊性のある歩行空間を創出する 

都市の活力増進や魅力づくりのため、将来の新たな交通手段（例えば

路面電車など）を検討していく 

公共交通の利便性向上のため、鉄道やバスの乗り方がよくわかるよ

う、案内表示や運行情報の提供を充実させる 

その他 


